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第６章 成果の発信・発表 

 

本業務の成果が、企業や NPO、政府・自治体などに有効に活用されるよう、各種の発信・発表

を実施した。具体的には以下 3 点の活動を実施した。 

 

 報告書及び報告書の要約版の作成 

 

本業務の仕様に則り、分析の結果を本報告書及び報告書要約版を作成した。 

 

 報告書：Microsoft Word 版 

 報告書要約版：Microsoft Power Point 版 

 

 
図 24 報告書要約版イメージ 

  



  

86 
 

 「環境経済情報ポータルサイト」の改修 

 

「環境ビジネスの先進事例集」という Web サイトを作成し、本業務の成果物を公開した。業務

効率化のために、昨年度の枠組みを活用しつつ、本年度に分析した企業のコンテンツを作成した。 

 

  

 図 25 Web サイト｢環境ビジネスの先進事例集｣ 

http://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/index.html 
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 シンポジウム・セミナーの開催 

 

本業務で作成した成果や企業・団体とのネットワークを活用して開催するオンラインシンポジ

ウムを 1 回、オンラインセミナーを 2 回開催した。これらの情報発信を通して、本業務の成果に

対する認知・理解が広がり、環境ビジネスに興味を持つ企業、そこで成功する企業が増えること

が期待される。 

 

 

シンポジウム 

 

１． 開催趣旨 

 

地域循環共生圏の創造に取り組む企業の先進事例を紹介することで、概念を広く普及・周知し、

地域循環共生圏のプレイヤーを増やすきっかけを作る。 

 

２． 開催概要 

 

 日時  ：令和 4 年 3 月 10 日（木）13：00～16：00 

 開催形式：オンライン開催（利用ツール：Zoom ウェビナー） 

 配信場所：株式会社野村総合研究所 東京本社 

    （東京都千代田区大手町 1-9-2 大手町フィナンシャルシティ グランキューブ 29F） 

 主催  ：環境省 

 プログラム 

時間 内容 登壇者 

13:00～

13:05 
開会 司会案内 

13:05～

13:20  

環境省講演 

「脱炭素の取組で進める地域の活性化」 

上田 康治 

（環境省 大臣官房 地域脱炭素推進総括官） 

13:20～

13:40 

企業講演（１） 

「豊島が取り組む国内サステナブルプロジェクトについて」 

小出 大二朗 

（豊島㈱ 営業企画室 オーガビッツプロデューサー） 

13:40～

14:00 

企業講演（２） 

「発酵技術を活用した資源循環:ファーメンステーションの 

未利用資源 再生・循環パートナーシップ 

酒井 里奈 

（㈱ファーメンステーション 代表取締役） 

14:00～

14:20 

企業講演（３） 

「廃棄物処理を軸とした地域循環共生圏」 
 

松浦 英樹 

（㈱富山環境整備 代表取締役） 
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14:20～

14:40 

企業講演（４） 

「デジタルプラットフォーム POOL を活用した、プラスチック

資源循環デザインについて」 

野崎 衛  

（レコテック㈱ 代表取締役） 

14:40～

14:45  
休憩  

14:45～

15:45 

パネルディスカッション 

 「ローカル SDGs ビジネス推進に必要な要素とは」 

コーディネーター: 

岡村 幸代 

（環境省大臣官房環境計画課環境経済政策調査室⾧） 

 

パネリスト: 

ご登壇企業の皆さま 

藤田 香（日経 BP 日経 ESG 編集シニアエディター／東北

大学大学院生命科学研究科教授） 

百瀬 則子（ワタミ株式会社 SDGs 推進本部⾧／一般社

団法人中部 SDGs 推進センター副代表） 

15:45～

15:55 
閉会・総括 

八木 裕之 

（横浜国立大学大学院 国際社会科学研究院 教授） 

15:55～

16:00 
閉会 司会 

 

 その他 

 質問は、事前申込時に受付を行い、講演・パネルディスカッションの中で可能な限り反

映した。 

 講演資料は、シンポジウム開催後に申込者へ配布した（登壇者の配布許可が取れたもの

のみ）。同様に、登壇者の配信許可が取れたもののみ、後日、動画配信を実施した。 
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図 26 シンポジウム概要・周知チラシ（表面） 
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図 27 シンポジウム概要・周知チラシ（裏面） 
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セミナー（＃１ 地域エネルギー） 

 

１． 開催趣旨 

 

地域循環共生圏の創造に取り組む企業の先進事例を紹介し、意見交換の場を設けることで、事業

推進のヒントを得るきっかけを作る。 

 

２． 開催概要 

 

 日時  ：令和 4 年 2 月 9 日（木）17：00～19：00 

 開催形式：オンライン開催（利用ツール：Zoom ミーティング） 

 配信場所：株式会社野村総合研究所 東京本社 

    （東京都千代田区大手町 1-9-2 大手町フィナンシャルシティ グランキューブ 29F） 

 主催  ：環境省 

 プログラム 

時間 内容 登壇者 

17:00～

17:05 
開会 司会案内 

17:05～

17:10  
挨拶・冒頭説明 
 

岡村 幸代 

（環境省大臣官房環境計画課環境経済政策調査室室⾧） 

17:10～

17:35 

講演セッション（１） 

「レジリエントな観光地域の創出へ」 

加藤 貴之 

（株式会社元気アップつちゆ 代表取締役 CEO） 

17:35～

18:00 

講演セッション（２） 

「再エネによる地域内循環の創造とスローシティへの挑戦」 

高橋 正樹 

（気仙沼地域エネルギー開発株式会社 代表取締役社⾧） 

18:00～

18:25 

講演セッション（３） 

「地域バイオマス×地域経済循環」 
 

猪飼 幸輝 

（株式会社ビオクラシックス半田  

 サーキュレーション事業本部 執行役員事業本部⾧）  

18:25～

18:30 
案内 
 

司会案内 

18:30～

19:00  
質問交流セッション 全体の場で、登壇者間・視聴者間での質疑・意見交換を実施 

 

 その他 

 質問は、講演セッション中はチャットにて受付を行い、講演後や質問交流セッションに

て登壇者に返答いただいた。 

 講演資料は、セミナー開催後に申込者へ配布した（登壇者の配布許可が取れたもののみ）。

同様に、登壇者の配信許可が取れたもののみ、後日、動画配信を実施した。 
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図 28 セミナー（#1 地域エネルギー）概要・周知チラシ（表面） 
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図 29 セミナー（#1 地域エネルギー）概要・周知チラシ（裏面） 
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セミナー（＃２ 金融） 

 

１． 開催趣旨 

 

地域循環共生圏の創造に取り組む企業の先進事例を紹介し、意見交換の場を設けることで、事業

推進のヒントを得るきっかけを作る。 

 

２． 開催概要 

 

 日時  ：令和 4 年 3 月 11 日（金）16：00～18：00 

 開催形式：オンライン開催（利用ツール：Zoom ミーティング） 

 配信場所：株式会社野村総合研究所 東京本社 

    （東京都千代田区大手町 1-9-2 大手町フィナンシャルシティ グランキューブ 29F） 

 主催  ：環境省 

 プログラム 

時間 内容 登壇者 

16:00～

16:05 
開会 司会案内 

16:05～

16:10 
挨拶・冒頭説明 
 

岡村 幸代 

（環境省大臣官房環境計画課環境経済政策調査室室⾧） 

16:10～

16:50 

講演セッション（１） 

「持続可能な農業の実現に向けた地域金融 

機関の支援について 

山口 孝司 （株式会社 AGRIST CFO） 

野村 公治 （株式会社宮崎太陽キャピタル 代表取締役） 

清藤 佑樹 （宮銀ベンチャーキャピタル株式会社 ファンドマネージャー） 

16:50～

17:30 

講演セッション（２） 

「社会課題解決型ベンチャー企業と地域金融 

機関の支援について」 

松本 知之 （Rennovater 株式会社 代表取締役社⾧） 

国本 丈弘 （株式会社京信ソーシャルキャピタル 代表取締役） 

野田 泰也 （京都信用金庫 田辺支店） 
 

17:30～

17:35 
案内 
 

司会案内 

17:35～

18:00  
質問交流セッション 

取り組み別に 2 つのブレイクアウトルームを設け、視聴者が入室ルームを自

分で選択できる形にしたうえで、登壇者間・視聴者間での質疑・意見交

換を実施 

 

 その他 

 質問は、講演セッション中はチャットにて受付を行い、講演後や質問交流セッションに

て登壇者に返答いただいた。 

 講演資料は、セミナー開催後に申込者へ配布した（登壇者の配布許可が取れたもののみ）。

同様に、登壇者の配信許可が取れたもののみ、後日、動画配信を実施した。 
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図 30 セミナー（#2 金融）概要・周知チラシ（表面） 
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図 31 セミナー（#2 金融）概要・周知チラシ（裏面） 
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 今後求められる発信活動 

 

本業務で実施した発信活動に対する視聴者の感想を通して、「地域循環共生圏（ローカル SDGs）」

などの構想について、事業者等が検討のきっかけを得たり、先進事例の情報収集をしたりする際

に、オンライン形式のイベントを開催することは有用だと考えられる。また、当日のコンテンツ

は、一部を除いて動画配信を行うため、更に多くの視聴者を期待できる。 

 

一方で、オンライン形式のイベントについて、視聴者にとっては情報発信が一方通行だと受け

止められる可能性もあるため、取り組みに対する質問を受ける場を設けるなどの工夫や、場合に

よっては、オンラインではなくリアルで事業者同士が繋がるきっかけを得る場を設けることが求

められると考えられる。 

 

 

シンポジウムに対する感想 

 

１． 開催結果 

 

 申込者数：286 名 

 視聴者数：約 180 名 

 

２． アンケート結果 

 

 結果概要 

 シンポジウムには、20 代～60 代、および関東在住の人を中心に、幅広い年代および地域

の人々にご視聴いただけたと考えられる。 

 「地域循環共生圏」についてはシンポジウム参加前からおおよそは認知している人が多

かったが、シンポジウム開催後では「地域循環共生圏」について 9 割近くの人々が理解

できたとの意見であった。 

 プログラム全体の満足度についても、8 割近くの人々が満足できたとの意見であった。 

 

 集計概要 

 集計日時：令和 4 年 3 月 15 日（火）17：00 時点 

 回答数：71 
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 質問及び回答結果詳細 

Ⅰ. あなた自身について教えてください 

 性別（N＝71） 

 

 年代（N＝71） 

 

 居住地（N＝63） 

 

 所属（N＝69） 
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 業種（N＝67） 

 

 

Ⅱ. ご参加のきっかけについてお尋ねします 

 今回のシンポジウムを何で知りましたか？（複数回答可）（N＝71） 

 
 参加前、「地域循環共生圏」についてご存知でしたか？（N＝71） 

 

 

Ⅲ. 内容の感想や満足度について教えてください 

 参加後、「地域循環共生圏」について理解が深まりましたか？理由とあわせて教えてくだ

さい。（N=71） 
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 主な理由 

 具体例を知ることができた。講演を聞くことで理解が深まりました。 

 発表事例が素晴らしかった。４件の事例が非常にわかりやすく共感できた。 

 ひとくちに地域循環共生圏といっても色々な見方があることがわかった。 

 発表が地域に根差しているものが多かった。実際の地域とのコミュニケーション事

例を伺えたため。 

 今まで身近に感じていなかったため、いろいろな取組が進んでいることがわかった。 

 

 プログラム全体の満足度はいかがでしたか？理由とあわせて教えてください。（N＝71） 

 

 主な理由 

 活動内容が分かりやすく説明されていたと思う。 

 机上の話でなかったため。企業の方の生の声は参考になる。 

 地域と連携した事例は参考になる。ディスカッションで深堀ができたこと。パネル

ディスカッションで発表者以外に二人の有知識者が質問し、深堀したことがよかっ

た。パネルディスカッションが良く深堀ができていた。 

 一社で取り組むのは限界があり、利害関係者の連係、協力が必要だと、改めて認識

した。 

 発表者の対象領域が多様でしかも多面的な活動が参考になった。 

 どうしても一方通行の情報をもらった感じになった。事例だけでは不満が残った。 

 

 

 



  

101 
 

 特に興味を持った、満足度の高かったプログラムは何ですか？（複数回答可）（N=71） 

 

 プログラム全体の長さは適切でしたか?（N＝88） 

 

 今後も同様のシンポジウムを開催したら、参加したいですか？（N=88） 

 

 

Ⅳ. その他、参考になったことやご要望・ご感想などあれば、ご自由にお書きください 

 

 なかなか他の地域の情報は得にくいが ZOOM 環境ならば参加しやすい。 

 子供達や会社の後輩たちの為に今何をするべきか考えるきっかけになる。 

 SDGs に取り組み始めたところなので、経験者の体験談など、情報収集を図りたい。 

 知識向上ではあっても業務上直接かつ即効で役に立つかどうかわかならない。 
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セミナー（＃１ 地域エネルギー）に対する感想 

 

１． 開催結果 

 

 申込者数：52 名 

 視聴者数：約 30 名 

 

２． アンケート結果（N=12） 

 

 ポジティブな意見 

 発表内容が分かりやすかった。 

 具体的事例によって理解が深まった。 

 具体的な取り組みを基にした講演であったため理解しやすかった。 

 石油小売会社が再エネ分野に取り組んでいるのが興味深く参考になった。 

 目指すべき将来像として 3 事例とも好事例でした。 

 事業の苦労した点等やそれを乗り越えてきた方法等が大変参考になった。 

 関係者の理解を得るには「粘り強さ」、「正直さ」なのだなと再確認できた。 

 

 今後の参考となる意見 

 質問が最後なのか途中で可なのかわからなかった。 

 今回はよかったが、体調によって長時間のオンライン講座を受けられない。 

 

 

セミナー（＃２ 金融）に対する感想 

 

１． 開催結果 

 

 申込者数：82 名 

 視聴者数：約 40 名 

 

２． アンケート結果（N=3） 

 

 ポジティブな意見 

 地域で活躍されている方々の講演は勇気づけられる。 

 

 今後の参考となる意見 

 各地域の取り組みや環境省の考えなどを知りたい。 
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また、3 つのイベントを通して今後聴講を希望するテーマは以下のとおり。 

資源循環やカーボンニュートラル、その他脱炭素先行地域の取り組みに関する関心が高く、よ

り多くの地域における「地域循環共生圏（ローカル SDGs）」の普及・推進にむけて、先進地域・

事業者の取り組みについて定期的・積極的に情報発信していくと良いと考えられる。 

 

 

図 32 今後のイベントで聴講を希望するテーマ 

  


